早稲田の杜 通信　　　２０２４年１月号　
大リーグ大谷選手のドジャース移籍の話題が、テレビや新聞で毎日のように報じられています。私にとってドジャースといえば、真っ先に背番号16の野茂英雄投手の雄姿が浮かんできます。
私の知る限りでは、日本の所属球団から契約更改時に１億円以上の金額を提示されながらも1,000万円にも満たない金額でドジャースと契約し、大リーグという新天地にチャレンジしたということです。
当時、日本の野球は大リーグでは通用しないと酷評する野球評論家もおりましたが、野茂選手は１年目から素晴らしい成績を残しました。トルネードと呼ばれる独特の投球フォームでバッターから次々と三振を奪っていく野茂選手の活躍を、テレビに釘付けになりながら見入っていた自分を思い出します。

あのチャレンジがあり、そこで成し遂げた実績があったからこそ、それ以後、日本人選手の大リーグ挑戦への道が開けたといっても過言ではないと思います。自分の力を信じ、自分のするべきことをする、あのチャレンジ精神は、勉強にも通じるところがあると思います。

話が変わりますが、新しいチラシを作りました。
これまではコロナが猛威をふるった時期に作ったチラシを代用してきましたが、コロナが５類に移行したことで新しく作り変える必要が出てまいりました。加えて、物価高の波は、光熱費を皮切りに様々な形で塾にも押し寄せ、経営を圧迫しております。
20年以上据え置いてきた授業料ですが今回やむなく中学生90分の授業料を現行の8,000円から9,000円に変更させていただくことといたしました。
　ただ、この変更は４月以降の入塾生のみを対象とさせていただき、現在の在籍生に対しては継続割引という名目で、令和６年４月以降も現行のままの授業料（９０分１科目8,000円）とさせていただく所存です。
コロナの時期、対面授業を廃止しました。
それまでは板書指導が中心で、授業を受けている生徒たちの反応を見ながらの説明でしたが、生徒一人一人の横について説明することで、生徒個々人との対話ができ、生徒の反応がよく見えるようになったという利点が生まれました。また、大半の生徒は、それまでの受け身的な指導から、自ら進んで取り組む自立学習の姿勢が確立できたように思えます。それゆえ、以前の対面授業に戻すことなく、少人数体制をベースにした現在の指導形態を継続していくことといたします。
最近の子供たちを見て感じることは、あまりにも恵まれすぎているということです。中学校などでは、受験生に対し面接試験にどう対応するか、その点まで細かく指導するということを聞きました。
　生徒のためを考えての親切心による取り組みとは思いますが、ある意味、こうするべきというパターン化された面接では、自主性が弱くなり、個性が失われるのではという寂しさを感じたりもします。
　思えば50年以上前、早稲田大学東伏見学生寮で塾を始めたのですが、学生生活課の方に恐る恐る、寮で塾を開いていいか尋ねたことがありました。どんな返事がもらえるか不安でしたが、学生生活課の人とは、いろいろなことで相談にのってもらったことがあり、私の真意を理解してくれ、快く許可してくれました。
ただ、早稲田の名を汚さないよう良心的にやるよう念を押されました。以後、あの時の気持ちを忘れず、塾の仕事に専念してきたつもりです。
　あの当時は、塾が少なく、実力とたゆまぬ努力を持ち合わせた生徒が多く集まり、塾の力というより生徒の力というべきですが、早稲田高等学院、あるいは東京大学にまでも合格する生徒が出て、それなりの結果を残し、私は今日まで塾を続けることができました。
チラシの小学生の部に挙げてある生徒の場合、成蹊高校から早稲田大学に進学いたしました。当時の生徒は今の生徒より自ら進んで取り組む姿勢ができており、いざとなった時に頑張れる集中力は強かったように思えます。今の生徒に望むことは、いざやらなければとなった時には、スマホやゲームなどの誘惑に負けず、強い意志で勉強に励み、自分の道を切り拓いてもらいたいということです。
